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会員企業サポート室だより
会員企業サポート室長　濱田　哲一

第 11回中国国際中小企業博覧会で日本を PR

2014 年 10 月 11 日～ 14日に広州市琵洲で開催された「第 11回中国国際中小企業博覧会」で、在

広州日本国総領事館、ジェトロ広州、広州日本商工会の三位一体活動の一環として、三者共同による広

報ブースを設置しました。

同博覧会は、中小企業の振興を目的として、工業・信息化部、国家発展改革委員会、財政部、広東省

人民政府などの主催により、2004 年以降、毎年、広州市で開催されています。毎年展示会の共同主賓

国パビリオンを設置しており、今年はメキシコが共同主賓国でした。日本は、日中国交正常化 35周年

の 2007 年に開催された第 4回開催時に、「JAPANフェア in 広州」と銘打ち約 2万平米の日本パビリ

オンを展開、以降、名誉主賓国として毎年、同展示会への出展を招待されています。

今回の出展も、広東省人民政府等主催者からの要請に協力したもので、広州の消費者に対する日本ブ

ランドの発信等を目的とし、三位一体で日本の食文化や観光を PRする「日本広報ブース」を運営、日

本の食文化を紹介するDVDの放映、日本の観光を PRするパンフレット配布等を行いました。「日本広

報ブース」の隣では、ジェトロ広州が日系企業 19社の出展を取りまとめ、ジャパン・パビリオンとし

て出展しました。展示会への 4日間合計延来場者数は 19万人を超え、多くの広州市を中心とする中国

人来場者に対し日本と日本製品について理解を深めてもらう機会となりました。

広報ブースの様子 食品企業のブースには来場者が列を作った


